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朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
会
長
　
　
松
　
尾
　
　
哲

　

朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
当
会
の
活
動
に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
「
市
長
を
囲
む
意
見
交
換
会
」
や
「
自

治
会
長
研
修
会
」
な
ど
、
予
定
し
て
い
た
事
業
を
滞
り
な
く
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
朝
霞
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
朝
霞
市
民
ま
つ
り
「
彩
夏
祭
」
で
は
、
実
行
委
員

会
の
一
翼
を
担
い
、
多
く
の
来
場
者
の
方
に
喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

各
自
治
会
・
町
内
会
に
お
か
れ
て
も
、
活
動
報
告
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
る
の
が
防
災
訓
練
を
は
じ
め
と
し

た
、
災
害
へ
の
備
え
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
昨
年
も
熊
本
地
震
を
は
じ
め
台
風
、
水
害
、
大
火
な
ど
、

多
く
の
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
、
年
々
、
災
害
へ
の
心
構
え
や
防
災
意
識
は
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

災
害
を
は
じ
め
と
し
た
非
常
時
に
は
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
の
い
る
家
庭
な
ど
周
囲
の
助
け
を
必
要
と
す

る
世
帯
が
多
く
あ
り
ま
す
。
日
頃
の
あ
い
さ
つ
ひ
と
つ
、
ま
た
、
地
域
の
行
事
に
参
加
す
る
な
ど
、
普
段

か
ら
地
域
の
方
々
と
の
顔
の
見
え
る
付
き
合
い
を
心
が
け
る
こ
と
が
、
い
ざ
と
い
う
時
の
助
け
合
い
、
共

助
の
力
に
繋
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
朝
霞
市
の
自
治
会
・
町
内
会
へ
の
加
入
率
は

平
成
27
年
４
月
に
44
・
９
％
と
な
り
、
年
々
低
下
を
し
、
危
機
的
な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、
平
成
28
年
12
月
か
ら
自
治
会
・
町
内
会
が
抱
え
る
課
題
解
決
を
図
り
、
加

入
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
検
討
を
始
め
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
、
朝
霞
市
な
ど
の

各
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、一
人
で
も
多
く
の
方
に
自
治
会
・
町
内
会
に
加
入
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
私
も
自
治
連
会
長
を
拝
命
し
て
２
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
当
会
や
単
位
町
内

会
の
活
動
を
通
じ
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ごあいさつ

朝
霞
市
長
　
　
富
　
岡
　
勝
　
則

　

朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
市
政
全
般
に

わ
た
り
、
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
朝
霞
市
は
本
年
３
月
15
日
に
市
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。
昭
和
42

年
、
県
下
27
番
目
の
市
と
し
て
市
制
を
施
行
し
、
当
時
、
５
万
６
千
人
余
り
で
あ
っ
た
人
口
も
現
在（
平

成
29
年
１
月
）で
は
、
約
13
万
７
千
人
へ
と
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
50
年
の
間
に
は
、
小
・
中
学
校
や
陸

上
競
技
場
な
ど
公
共
施
設
の
整
備
や
、
昭
和
48
年
に
武
蔵
野
線
が
開
通
し
、
そ
の
後
、
東
武
東
上
線
と
地

下
鉄
有
楽
町
線
や
副
都
心
線
と
の
相
互
乗
り
入
れ
な
ど
に
よ
り
、
住
宅
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。
一
方
で
、
朝
霞
市
の
都
市
化
や
情
報
化
が
進
む
中
、
地
域
で
は
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄

に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
課
題
が
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
自
治
会
・
町
内
会
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
し
て
、
地
域

の
課
題
解
決
や
、
親
睦
を
深
め
る
た
め
の
事
業
な
ど
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
自
治
組
織
と
し

て
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
で
あ
り
、
防
犯
や
福
祉
、
ま
た
、
近
年
頻
発
す
る
自
然
災
害
の
備
え
と
し
て
も

欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

行
政
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
市
制
施
行
50
周
年
と
い
う
こ
の
節
目
を
契
機
と
し
て
、
今
後
、
今
ま
で
以

上
に
、
自
治
会
・
町
内
会
や
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
共
に
、
第
５
次
朝
霞
市
総
合
計
画
に
掲

げ
て
お
り
ま
す
「
私
が 

暮
ら
し
つ
づ
け
た
い
ま
ち 

朝
霞
」
の
実
現
に
向
け
て
、
各
種
施
策
の
推
進
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
市
制
施
行
50
周
年
を
記
念
し
、
市
の
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
成
す
る
ほ
か
、
５
月
に
記
念

式
典
を
開
催
す
る
な
ど
、
各
種
事
業
で
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様

と
と
も
に
お
祝
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成28年11月10日(木）、ゆめぱれすにて「平成28年度市長を囲む意見交換会」が開催されました。

平成29年
３月１日 第12号
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意見交換会
　朝霞市自治会連合会では、毎年「市長を囲む意見交換会」
を開催しています。
　今年度は平成28年11月10日（木）に市民会館において開
催し、当会から市に対し11問の質問（右表参照）を行い、
回答をいただきました。
　この意見交換会は、日頃の生活や自治会活動などで市に
対して感じた意見、質問を自治連会員からあらかじめ募集
し、自治連会員と市長をはじめとした市執行部が意見交換
をすることで、よりよい地域づくりを目指すことを目的と
しています。
　地域が抱える問題はその地域によってさまざまです。地
域の自治組織である各自治会・町内会と行政が連携し、情
報を共有していくことが、地域課題の解決、また、地域の
発展につながるものだと思います。この意見交換会をきっ
かけとして、少しでも私たちの住む地域が住みよくなるよ
う、今後も行政との連携を密
にしていきたいと思います。
　当会からの質問と市の回答
について、一部抜粋して紹介
します。

質問順 質問者 質問項目
1 自 治 会 連 合 会 自転車の乗り方について
2 自 治 会 連 合 会 水害時の避難所等について
3 自 治 会 連 合 会 旧猪苗代湖自然の家について
4 自 治 会 連 合 会 マイナンバーカードについて

5 シャルマンコーポ
第二朝霞自治会 大雨時の交通被害について

6 溝沼第二町内会 放置農地への対応と市道の除草について
7 溝沼第三町内会 民間の井戸の災害時利用について
8 本町霞台町内会 観音通線の現状と今後の予定について
9 田 島 町 内 会 内間木地区の水害対策について
10 霞 ヶ 丘 親 睦 会 公園の利活用について
11 霞 ヶ 丘 親 睦 会 垣根を越えた木々の伐採について

市長を囲む

観音通線の現状と今後の予定について

　2020年の東京オリンピック・パラリンピックにおいて、陸上自衛隊朝霞訓練場が射撃会場になるとのこ
とです。オリンピック・パラリンピックの開催に向けて、朝霞市でもさまざまな受け入れの準備をされて

いるかと思いますが、観音通線（朝霞駅から陸上自衛隊朝霞訓練場まで）の現状と今後の予定についてお聞かせくだ
さい。

Ｑ

　2020年東京オリンピック・パラリンピックの射撃競技が、陸上自衛隊朝霞訓練場を競技会場として開催
されることとなっております。それに合わせまして、市といたしましては、都市計画道路観音通線を、最

寄駅である東武東上線朝霞駅から国道254号を経て、競技会場までを結ぶ主要なアクセスルートとして、来場者を
安全かつ円滑に送迎するシャトルバスの運行も念頭に置き、道路両側に歩道を完備した道路となるよう、整備を早
期に、また着実に進めているところでございます。
　進捗状況でございますが、既に整備区間約278メートル、これは朝霞第四中学校前から国道254号まででござい
ますが、この事業認可を取得し、現在は用地取得を優先して進めております。
　今年度につきましては、４名の権利者の方々と契約を締結し、５名の権利者の方々と契約締結に向けた交渉を行っ
ているところでございます。
　また、道路整備に必要な設計を始めており、来年からは、いよいよ第四中学校前から県道に向かって工事を始め、
平成30年までには県道まで、平成32年、すなわち東京オリンピック・パラリンピックの開催年である2020年の
春までには、国道254号までの全線を完成させる計画で工事を進めてまいります。
　観音通線の整備により、朝霞駅南口から国道254号まで、道路両側に幅約３メートルほどの歩道が完備され、歩
道を含めた幅が約16メートルほどになり、現在の四中近くの通りのような、綺麗な道路になる予定でございます。
その結果、交通量が多少増加すると考えられますが、歩行者の安心・安全を図ることができるようになります。ま
た、中央公園前の通りである公園通りと緑ヶ丘通線などから国道254号に出る際に、渋滞がたびたび発生しており
ますが、観音通線が開通することにより、その渋滞もある程度解消できると考えております。
　今後につきましても、事業に関係する方々のご理解を賜りながら、2020年東京オリンピック・パラリンピック
の開催までに全線開通を目指して、着実に整備を進めてまいりたいと考えております。

Ａ

質問者：本町霞台町内会

△答弁する富岡市長
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自治会長研修会 

　自治会連合会では、朝霞市が災害相互援助協定を締結して
いる４市のうち、平成24年度に佐久市、平成27年度に須賀
川市を自治会長研修会で訪問しています。今年度は、協定締
結先の中で最も遠方に位置する東根市について、まず知るこ
とを目的として訪問しました。この協定は、災害発生時の助
け合いの内容を定めたものですが、非常時だけではなく、日
ごろからこうして私たち市民が訪問するなど、さまざまな形
で交流を進めることが協定の実効性を高めるためには必要であると考えています。
　今回、東根市に新しく開館した文化施設「まなびあテラス」や子どもの遊び場「ひがしねあそびあラン
ド」、農産物直売所「よってけポポラ」、国指定特別天然記念物「東根の大ケヤキ」など各所を視察しまし
た。東根市は山形県内で唯一、人口が増加している自治体で、その要因のひとつとして、子育て支援に力
を入れていることがあげられるとのことです。「ひがしねあそびあランド」には、大型のネット遊具のあ
るゾーンや四季折々の自然の遊びができるゾーンなど、さまざまな形の遊び場があり、私たちが視察した
時も、平日でしたが何組かの親子が楽しそうに遊んでおり、子育て支援に力を入れている一端を感じるこ
とができました。また、「よってけポポラ」では東根産の旬の果物や野菜などが購入できます。私たちが行っ
た頃はりんごや洋なしが販売されていました。毎年６月下旬から７月にかけては名産のさくらんぼも販売
されているそうです。
　この研修を通じて、東根市をより身近に感じられるきっかけとなればと考えておりますので、皆さんに
は各自治会・町内会の各種事業やご家族でのご旅行等で東根市を訪問し、交流を深めていただければと思
います。

　平成28年11月３日に東根市に新たに開館した、
図書館・美術館・市民活動支援センターが一体となっ
た文化施設です。研修では開館前の施設内を特別に
ご案内いただきました。
　エントランスホールには、開館に合わせて朝霞市
が寄贈した絵画（小杉小二郎作「回想」）が展示され
ています。皆さんもぜひ東根市を訪れて、お立ち寄
りいただきご鑑賞ください。

都市間交流
　朝霞市自治会連合会では、自治会長研修
会として、毎年テーマを決めて先進地等の
視察を行っています。
　今年度は、「都市間交流」をテーマとして、
朝霞市と災害相互援助協定を締結している
山形県東根市を平成28年
10月20日（木）、21日（金）
の日程で訪問しました。

△研修中の様子　　　　　　　　　　　
   （土田東根市長にご挨拶をいただきました）

山形県東根市
　山形県東根市は、同県の中央部、村山盆地に位置し温泉
のある自然豊かな田園都市です。果物の生産が非常に盛ん
で、中でもさくらんぼの生産量は日本一を誇り、さくらん
ぼの王様「佐藤錦」発祥の地です。朝霞市とは平成24年
11月に「災害相互援助協定」を締結しています。

　大規模な災害が起きた時に、自治体間で食料や生活必需
品等の提供、職員の派遣など両市が行う応援内容について
定めたもので、朝霞市は東根市のほかに、岐阜県瑞浪市、
長野県佐久市、福島県須賀川市と同様の協定を締結してい
ます。

■東根市公益文化施設 まなびあテラス

△まなびあテラス外観 △朝霞市寄贈絵画が展示され
　ています

災害相互援助協定

研修テーマ
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自
治
会

各
地
区
の
　
　
　  

活
動
報
告

　
　
　
　 

町
内
会

▲避難用テントの設営訓練

と
に
外
部
の
あ
る
事
件
に
起
因
し
て
子
供
会

は
消
滅
。
そ
し
て
徐
々
に
高
齢
化
も
進
み
始

め
、
高
齢
者
中
心
の
集
団
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
数
年
来
、
再
び
若
い
人

た
ち
が
入
居
し
始
め
、
子
供
達
も
増
え
て
き

て
皆
が
喜
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

も
と
も
と
、
当
自
治
会
は
安
全
を
モ
ッ

ト
ー
に
し
て
い
て
、「
住
民
緊
急
対
応
カ
プ

セ
ル
確
認
書
」
な
る
書
類
を
作
成
し
、
そ
れ

を
特
に
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
・
夫
婦
だ
け
の

高
齢
者
世
帯
に
配
布
。緊
急
連
絡
先
、病
歴
、

主
治
医
等
の
重
要
事
項
を
記
入
し
て
も
ら

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
居
内
の
分
か
り
や
す
い

場
所
に
掲
示
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
に
も
、
毎
年
会
員
各
戸
の
居
住
者
数
な

ど
を
把
握
し
て
、
緊
急
時
の
対
応
に
備
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
に
一
度
は
当
集
合
住
宅
の
管
理

組
合
が
実
施
す
る
防
災
訓
練
に
協
力
し
、
避

難
用
テ
ン
ト
設
営
の
訓
練
を
行
い
、
そ
の
あ

と
意
見
交
換
会
と
称
す
る
懇
親
会
を
設
け
て

会
員
間
の
絆
を
強
め
る
こ
と
に
努
め
、
微
力

な
が
ら
「
青
少
年
を
守
り
育
成
す
る
家
」
に

ふ
さ
わ
し
い
活
動
と
、
近
隣
地
域
へ
の
協
力

を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　
「
五
小
校
区
防
災
会
」
は
、
朝
霞
第
五
小

校
区
の
自
治
会
・
町
内
会
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
去
る
平
成
28
年
10
月
23
日（
日
）、
総

勢
２
０
０
人
ほ
ど
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
五

小
校
庭
に
て
朝
霞
市
と
の
共
催
に
よ
り
、
２

年
連
続
で
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

年
は
、
去
年
に
は
な
か
っ
た
起
震
車
体
験
が

で
き
る
こ
と
と
な
り
、
大
変
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、全
体
を
１
グ
ル
ー
プ
20
人
ほ
ど
の
、

５
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
①
ⅰ
初

期
消
火
、ⅱ
煙
体
験
→
②
応
急
救
護
訓
練（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）→
③
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
→
④
資
機
材
取

扱
→
⑤
起
震
車
体
験
の
順
で
そ
れ
ぞ
れ
の
体

験
を
20
分
ず
つ
行
い
、
１
グ
ル
ー
プ
合
計

１
０
０
分
ほ
ど
の
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

訓
練
に
初
め
て
参
加
さ
れ
た
人
も
お
り
、

貴
重
か
つ
素
晴
ら
し
い
体
験
に
な
っ
た
も
の

と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
の
防
災
訓
練
の
実
施
は
、
役
員
さ
ん

た
ち
の
大
変
な
ご
苦
労
に
よ
り
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
年
も
無
事
終
了
で
き
た
こ
と

を
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

私
達
が
自
治
会
を
結
成
し
て
、
は
や
27
年

以
上
が
経
ち
ま
し
た
。
当
初
は
住
民
の
ほ
と

ん
ど
が
若
く
、
子
供
も
多
く
、
た
か
だ
か
74

世
帯
の
弱
小
自
治
会
な
が
ら
子
供
会
も
あ
る

元
気
な
集
団
で
し
た
。
し
か
し
、
愚
か
な
こ

▲ＡＥＤ体験

▲グループ分け風景

シ
ャ
ル
マ
ン
コ
ー
ポ
第
二
朝
霞
自
治
会

会
長
　
川
上
　
奉
文

安
全
、
絆
、

そ
し
て
助
け
合
い
を
モ
ッ
ト
ー
に

第１区

下
の
原
町
内
会　

会
長
　
梶
原
　
孝
男

防
災
訓
練

第２区
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▲親子でハロウィン準備

　

当
自
主
防
災
会
で
は
、
平
成
28
年
７
月
３

日（
日
）、朝
霞
第
十
小
学
校
を
会
場
と
し
て
、

災
害
時
避
難
及
び
避
難
場
所
入
所
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

　
「
午
前
７
時
30
分
朝
霞
市
で
震
度
６
強
の

地
震
が
発
生
、
倒
壊
建
物
あ
り
、
以
後
余
震

が
続
き
避
難
所
へ
の
避
難
が
必
要
」
―
と
の

想
定
で
、
午
前
９
時
30
分
、
避
難
行
動
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

町
内
会
役
員
を
は
じ
め
、
消
防
団
第
二
分

団
、
婦
人
部
、
青
年
部
、
体
育
委
員
会
、
鳴

子
チ
ー
ム
溝
沼
連
合
町
内
会
『
朝
霞
溝
連
』

を
動
員
。
車
両
に
よ
る
町
内
呼
び
か
け
広
報

係
、
誘
導
係
、
受
付
係
、
場
内
案
内
係
、
炊

き
出
し
班
等
分
担
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
訓
練
に
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
地
区
民
生
委
員
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無

線
ク
ラ
ブ
、
県
防
災
士
会
、
市
防
災
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
、
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
朝
霞
支
部
、
第

十
小
学
校「
子
た
め
の
会
」に
参
加
を
要
請
。

災
害
に
関
す
る
相
談
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
開

設
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

午
前
11
時
頃
に
は
、
役
員
、
会
員
、
協
力

団
体
員
の
参
加
者
は
４
５
０
名
に
達
し
ま
し

た
。

　

今
回
の
訓
練
の
要
点
は
、
①
避
難
す
る
と

き
の
持
ち
出
し
用
品
、
②
家
を
出
る
と
き
に

す
べ
き
こ
と
、
③
避
難
民
及
び
災
害
時
要
援

護
者
を
避
難
場
所
ま
で
安
全
な
道
の
り
で
誘

導
し
援
助
す
る
こ
と
、
の
３
点
で
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
そ
の
他
た
く
さ
ん
の
課
題

が
残
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
次
回
の
訓
練
の

糧
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
角
度
よ
り
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

正
午
よ
り
閉
会
式
を
行
い
、
市
長
よ
り
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
炊
き
出
し

の
お
に
ぎ
り
及
び
ア
ル
フ
ァ
米
を
配
給
し
、

終
了
し
ま
し
た
。

　

各
関
係
機
関
、
各
団
体
の
皆
様
に
は
ご
指

導
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

朝
霞
駅
東
口
か
ら
１
分
、
線
路
沿
い
に
建

つ
高
層
住
宅
６
棟
が
「
コ
ン
フ
ォ
ー
ル
東
朝

霞
」で
す
。昭
和
の
時
代
に
建
て
ら
れ
た「
東

朝
霞
団
地
」
が
建
替
え
ら
れ
て
12
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
環
境
も
変
わ
り
、
住
ん
で
い
る
人

も
替
わ
っ
て
い
き
ま
す
。「
隣
に
ど
ん
な
方

が
住
ん
で
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
」
な
ど
と

耳
に
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
世
界
は
ひ
と

つ
♪
、
は
無
理
だ
と
し
て
も
、
私
達
は
た
ま

さ
か
「
コ
ン
フ
ォ
ー
ル
東
朝
霞
」
の
住
人
に

な
っ
た
同
士
で
す
。
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
き

た
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
県
南
西
部
消
防
本
部
朝
霞
消
防
署

の
協
力
を
得
て
、消
防
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

避
難
訓
練
で
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
利
用
し
ま

す
が
、
災
害
時
に
は
14
階
を
上
り
下
り
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
玄
関
ド
ア
が
開
か
な

い
場
合
の
ベ
ラ
ン
ダ
の
境
壁
を
蹴
破
っ
て
逃

げ
る
体
験
も
し
ま
し
た
。「
足
で
は
無
理
！

実
際
に
体
験
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
フ
ラ
イ

パ
ン
を
手
に
、女
性
体
験
者
の
感
想
で
し
た
。

　　

子
ど
も
達
が
増
え
て
「
キ
ッ
ズ
」
の
集
ま

り
も
活
発
に
な
り
ま
し
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

次
は
ク
リ
ス
マ
ス
。
若
い
マ
マ
達
は
ア
イ
デ

ア
を
出
し
合
い
、
仕
事
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
合

▲炊き出しのおにぎり作り

間
を
ぬ
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

月
１
回
、自
治
会
が
集
会
所
で
開
く「
こ
ー

ひ
ー
屋
さ
ん
」
も
健
在
で
す
。
こ
こ
で
は
中

高
年
の
方
々
が
腕
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
男
性
達
の
出
番
は
た
く
さ
ん
あ
っ

て
、
年
に
６
、７
回
も
あ
る
行
事
に
は
欠
か

せ
な
い
存
在
で
す
。
テ
ン
ト
張
り
か
ら
大
工

仕
事
ま
で
何
で
も
こ
な
し
て
頼
り
に
さ
れ
て

い
ま
す
。
若
い
パ
パ
達
が
「
手
伝
い
ま
す
よ
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
る
の
も
嬉
し
い
こ
と
で

す
。

溝
沼
第
二
町
内
会
・
溝
沼
連
合
町
内
会

会
長
　
浅
川
　
俊
夫

溝
沼
連
合
町
内
会
自
主
防
災
会

第３区

コ
ン
フ
ォ
ー
ル
東
朝
霞
自
治
会

事
務
局
長
　
隈
本
　
敦
子

輪
を
広
げ
た
い

第４区
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広
沢
町
内
会
で
は
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

が
育
っ
て
い
ま
す
。
働
き
盛
り
の
方
も
た
く

さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
潜
在
す
る
活
力
量
は
朝

霞
市
で
一
番
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
役

員
は
覇
気
あ
る
運
営
を
継
続
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
広
沢
町
」
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
広
沢
町
内
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
広

沢
観
音
堂
と
広
沢
の
池
の
あ
る
歴
史
的
な
地

域
と
し
て
、
ま
た
住
み
よ
い
街
と
し
て
あ
り

続
け
ま
す
。

　

向
山
自
治
会
は
、
城
山
公
園
と
岡
氷
川
神

社
の
間
に
位
置
し
て
い
る
２
８
０
世
帯
の
こ

じ
ん
ま
り
と
ま
と
ま
っ
た
自
治
会
で
す
。

　

自
治
会
の
活
動
は
役
員
二
十
数
名
と
地
域

を
12
区
に
区
割
り
し
て
区
長
を
決
め
、
１
年

交
替
で
広
報
の
配
布
、
集
金
、
募
金
等
に
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
４
月
の
総
会

に
お
い
て
年
間
の
行
事
計
画
が
承
認
さ
れ
、

会
員
の
方
々
と
の
親
睦
を
保
つ
も
の
と
期
待

し
て
実
行
し
て
お
り
ま
す
。
５
月
に
は
き
れ

い
な
町
づ
く
り
運
動
、
７
月
に
は
納
涼
大
会

及
び
ラ
ジ
オ
体
操
、
８
月
に
は
彩
夏
祭
に
参

加
及
び
ラ
ジ
オ
体
操
、９
月
に
は
子
供
神
輿
、

10
月
は
市
民
体
育
祭
に
参
加
及
び
共
同
募

金
、
美
化
運
動
、
11
月
に
は
自
治
会
消
火
訓

練
、
12
月
に
は
餅
つ
き
大
会
、
３
月
に
は
朝

霞
第
二
小
学
校
の
新
入
生
と
卒
業
生
の
た
め

の
子
供
会
に
よ
る
歓
送
迎
会
。
ま
た
、
月
２

回（
第
２
・
第
４
日
曜
日
）、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
て
地
域
の
安
全
を
守
っ
て
お
り

ま
す
。

　

行
事
の
中
で
も
、
特
に
納
涼
大
会
は
凄
い

盛
り
上
が
り
で
、
当
自
治
会
員
は
も
と
よ
り

近
隣
の
方
々
が
大
勢
参
加
さ
れ
、
２
日
間
に

わ
た
っ
て
賑
わ
い
ま
す
。
ま
た
、
餅
つ
き
大

会
は
年
の
締
め
括
り
の
行
事
と
し
て
、
餅
と

豚
汁
を
食
べ
て
会
員
の
皆
様
が
雑
談
を
し
て

楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

近
年
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま

で
い
ろ
い
ろ
な
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま

す
。
当
地
に
お
い
て
も
、
ど
の
よ
う
な
災
害

が
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
万
一
の
時
は

地
域
住
民
が
一
丸
と
な
っ
て
対
処
す
べ
く
、

絆
を
深
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

▲毎年12月は餅つき大会

　
「
広
沢
町
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
？
」
こ

の
言
葉
は
、入
会
い
た
だ
い
た
会
員
様
か
ら
、

勧
誘
に
訪
問
し
た
際
に
受
け
た
質
問
で
し
た
。

　

広
沢
町
内
会
46
班
の「
班
の
位
置
図
」で
、

広
沢
観
音
様
、
南
の
風
公
園
、
広
沢
町
内
会

館
を
地
図
に
色
付
け
し
、
続
け
て
朝
霞
第
八

小
学
校
の
位
置
を
ご
説
明
。
諸
事
業
を
ご
案

内
し
て
、
広
沢
町
内
会
へ
の
入
会
を
ご
承
諾

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
地
方
・
都
市
を
問
わ
ず
空
き

家
問
題
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。
相

続
問
題
や
都
市
へ
の
人
口
集
中
問
題
、
土
地

活
用
が
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
朝
霞
市
も

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
で
し
ょ
う
か
、
休
日
に
は

若
年
・
壮
年
世
代
の
子
連
れ
姿
を
多
く
見
か

け
ま
す
。
子
育
て
世
代
は
働
き
盛
り
世
代
で

す
。
こ
の
世
代
の
増
加
は
地
域
に
活
力
を
蓄

え
て
い
ま
す
。
災
害
発
生
時
等
に
自
助
・
共

助
の
創
造
的
な
力
と
し
て
活
躍
い
た
だ
け
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

あ
る
新
会
員
様
は
、
歴
史
の
あ
る
地
方
都

市
か
ら
広
沢
地
域
の
戸
建
て
に
来
ら
れ
ま
し

た
。「
広
沢
町
内
会
へ
の
入
会
の
お
勧
め
」

を
見
て
電
話
を
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。
奥
の

座
敷
か
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
が
元
気
な
声
を
聞
か

せ
て
く
れ
ま
し
た
。数
年
後
に
は
運
動
会
で
、

▲広沢町内会夏祭り

夏
祭
り（
盆
踊
り
）で
、
も
ち
つ
き
大
会
・
い

も
煮
会
で
、
パ
パ
・
マ
マ
に
抱
か
れ
た
り
、

手
を
ひ
か
れ
た
り
し
た
姿
を
見
せ
て
く
れ
る

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
ゆ
く
ゆ
く
は
友
達
と
参

加
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

広
沢
町
内
会

会
長
　
松
本
　
恒
彦

広
沢
町
内
会
へ

              

お
い
で
く
だ
さ
い

第５区

向
山
自
治
会会

長
　
山
内
　
善
四
郎

地
域
住
民
の
絆
づ
く
り

第６区

　

朝
霞
市
自
治
会
連
合
会
は
、単
位
自
治
会
・

町
内
会
の
健
全
な
発
展
を
助
け
、
地
域
間
の

連
絡
調
整
、
市
と
の
連
絡
調
整
な
ど
地
域
活

動
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

当
会
は
、
単
位
自
治
会
・
町
内
会
の
会
長

を
会
員
と
し
て
、
現
在
、
56
団
体
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、
市
内
を
第
１
区
か
ら
第
８
区

に
区
分
け
す
る
こ
と
で
、
会
の
円
滑
な
運
営

を
図
っ
て
い
ま
す
。

朝霞市自治会連合会とは…
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当
町
内
会
は
、
内
間
木
バ
イ
パ
ス
と
荒
川

堤
防
の
間
に
位
置
し
て
お
り
、
昔
か
ら
の
家

と
分
家
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
会

員
数
も
70
世
帯
弱
と
小
さ
な
町
内
会
で
す
。

　

以
前
は
、緑
豊
か
な
農
村
地
区
で
し
た
が
、

現
在
で
は
高
齢
化
に
伴
い
農
業
を
専
業
と
す

る
会
員
の
方
も
だ
ん
だ
ん
と
減
っ
て
き
ま
し

た
。

　

当
地
区
の
防
災
に
つ
い
て
は
、
主
に
水
害

を
想
定
し
て
避
難
経
路
及
び
避
難
場
所
、
防

災
倉
庫
、
機
材
等
に
つ
き
、
防
災
役
員
・
係

を
決
め
て
打
ち
合
わ
せ
を
繰
り
返
し
、
決
定 ▲秋のきれいなまちづくり運動

▲南割公園での消防訓練

▲左から多ヶ谷英治朝霞警察署長、
　松尾哲会長、富岡勝則市長

内
容
を
市
役
所
に
も
提
出
し
ま
し
た
。
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
も
月
１
～
２
回
、
役
員
及
び
専

任
者
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
長
年
続

け
て
お
り
ま
す
町
内
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
毎
年

７
月
下
旬
に
行
い
、
町
内
会
と
共
に
青
年
会

の
方
々
に
も
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
ス
テ
ー

ジ
づ
く
り
に
始
ま
り
、
模
擬
店
や
会
員
の

方
々
の
盆
踊
り
等
、
楽
し
い
時
を
共
有
し
て

い
ま
す
。

　

小
さ
な
町
内
会
の
良
さ
は
、
地
区
の
方
々

の
顔
や
自
宅
が
分
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
こ
と
を
利
点
と
し
て
町
内
活
動
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
11
月
６
日
、
南
割
公
園
に
て
、

町
内
会
と
し
て
は
10
数
年
ぶ
り
に
、
消
火
訓

練
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
当
日

の
天
候
は
晴
れ
で
し
た
が
、
風
も
強
く
気
温

も
下
が
る
中
、
20
名
前
後
の
方
に
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

朝
霞
消
防
署
浜
崎
分
署
の
方
か
ら
水
消
火

器
を
使
っ
て
の
消
火
活
動
を
親
子
連
れ
で
教

わ
り
ま
し
た
。
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
が
多

か
っ
た
た
め
、
消
火
器
の
ピ
ン
を
抜
く
→

ホ
ー
ス
を
抜
く
→
レ
バ
ー
を
握
る
、
の
手
順

も
初
め
て
と
い
う
方
も
多
く
、
放
水
が
火
元

に
届
か
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
、
消

犯罪情報の住民提供等に関する協定を締結しました
　

平
成
28
年
５
月
30
日（
月
）、
自
治
連

と
朝
霞
市
、朝
霞
警
察
署
の
三
者
で「
犯

罪
情
報
の
住
民
提
供
等
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
市
内
や
近
隣
で
重
大

犯
罪
が
発
生
し
た
場
合
に
、
三
者
が
連

携
し
、
市
民
に
対
し
犯
罪
情
報
の
提
供

や
そ
の
注
意
喚
起
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
市
民
等
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。

　

シ
ラ
コ
バ
ト
賞
は
、
日
常
、
身
近
な
所
で
住
み

よ
い
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
積
極
的
な
実

践
活
動
を
地
道
に
続
け
て
い
る
個
人
ま
た
は
団
体

に
、
彩
の
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。
地
域
の
集
い
に
積
極
的
に
参
加
し
、

地
域
住
民
の
心
の
豊
か
さ
を
育
ん
だ
功
績
が
認
め

ら
れ
、
今
年
度
、
自
治
会
連
合
会
か
ら
推
薦
し
た

左
記
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。人

形
劇
サ
ー
ク
ル
た
ん
ぽ
ぽ

第
48
回
シ
ラ
コ
バ
ト
賞

下
内
間
木
町
内
会

会
長
　
大
貫
　
利
幸

小
さ
な
町
内
会
の
良
さ
を
生
か
し
て

第７区

霞
ヶ
丘
東
親
和
会

会
長
　
早
坂
　
定
義

我
が
町
、
我
が
家
の

　
　 
財
産
を
守
る
消
防
訓
練

第８区

防
署
の
方
か
ら
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

訓
練
の
最
後
に
、
浜
崎
分
署
考
案
の
「
ピ
ノ

チ
オ
」
の
４
文
字
で
操
作
し
て
く
だ
さ
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
ピ
＝
ピ
ン
を

抜
く
」「
ノ
＝
ノ
ズ
ル
を
抜
く
」「
チ
＝
力
強

く
」「
オ
＝
レ
バ
ー
を
『
押
』
す
」
と
い
う
意

味
で
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
思
い
出
し
操
作

に
当
た
る
よ
う
に
と
の
教
え
で
す
。（
翌
日
、

早
速
私
も
朝
霞
駅
東
口
地
下
自
転
車
駐
車
場

で
の
消
防
訓
練
に
て
「
ピ
ノ
チ
オ
」
の
話
を

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
参
加
者
に
伝
え
ま
し

た
。）

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
で
は
、
隊
員
４
名
か
ら
実
技

を
教
わ
り
、
若
い
方
が
数
名
修
了
し
、
最
後

に
東
日
本
大
震
災
後
の
救
助
活
動
に
携
わ
っ

た
隊
長
か
ら
当
時
の
模
様
を
伺
い
、
終
了
し

ま
し
た
。
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10
月
23
日
、
朝
霞
第
五
小
学
校

校
庭
で
行
わ
れ
た
、
五
小
校
区
防

災
会
に
よ
る
防
災
訓
練
に
当
町
内

会
と
し
て
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
町
内
会
の
区
域
の
う
ち
、
東

弁
財
三
丁
目
の
一
部
の
世
帯
で
は

五
小
に
通
っ
て
い
る
児
童
も
い
ま

す
。
ま
た
、
弁
財
地
区
に
居
住
す

る
当
町
内
会
世
帯
は
、
災
害
時
に

朝
霞
第
三
中
学
校
や
溝
沼
市
民
セ

ン
タ
ー
に
避
難
す
る
に
は
黒
目
川

を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
危
険

が
伴
い
ま
す
。
五
小
が
一
番
近
く

て
安
全
な
避
難
所
な
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
理
由
も
あ
り
、
こ

の
防
災
訓
練
を
通
じ
て
五
小
校
区

の
各
町
内
会
の
皆
様
と
交
流
を
持

ち
、
災
害
時
に
は
円
滑
に
避
難
で

き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

第
３
区　

溝
沼
第
三
町
内
会

　
　
　
　
　

会
長　

岡
野　

茂

委員長 下の原町内会 梶原　孝男
自治会連合会 本町霞台町内会 松尾　　哲
自治会連合会 膝折宿町内会 関根　　進
自治会連合会 溝沼第二町内会 浅川　俊夫
第１区 シャルマンコーポ第二朝霞自治会 川上　奉文
第２区 三原町内会 室谷外喜男
第３区 溝沼第三町内会 岡野　　茂
第４区 コンフォール東朝霞自治会 海野　　進
第５区 広沢町内会 松本　恒彦
第６区 岡町内会 比留間　明
第７区 下内間木町内会 大貫　利幸
第８区 霞ヶ丘親睦会 小野　敬三

●広報委員会名簿

平成28年度　自治会連合会役員名簿
役　　職 名　前 団　体　名
会　　長 松尾　　哲 本町霞台町内会
副 会 長 関根　　進 膝折宿町内会
副 会 長 梶原　孝男 下の原町内会
副 会 長 浅川　俊夫 溝沼第二町内会
会　　計 小池　正訓 栄町町内会
会　　計 比留間　明 岡町内会
理　　事 川上　奉文 シャルマンコーポ第二朝霞自治会
理　　事 室谷外喜男 三原町内会
理　　事 岡野　　茂 溝沼第三町内会
理　　事 海野　　進 コンフォール東朝霞自治会
理　　事 中里　繁利 昭和台町内会
理　　事 石原　　茂 東南部町内会
理　　事 醍醐　　清 田島町内会
理　　事 須田　一明 浜崎東町内会
理　　事 塚田　好子 浜崎親交会
理　　事 小野　敬三 霞ヶ丘親睦会
監　　事 髙𣘺　　優 下の原南部町内会
監　　事 星野　　隆 溝沼第一町内会

在
職
26
年　

水
久
保
亀
幸　

仲
町
町
内
会

在
職
15
年　

島
　
　
礼
次　

向
山
自
治
会

在
職
９
年　

獅
子
倉
康
治　

溝
沼
下
町
内
会

在
職
４
年　

室
井
　
徳
治　

昭
和
台
町
内
会

在
職
２
年　

大
野
　
義
定　
県
営
朝
霞
幸
町
団
地
自
治
会

在
職
２
年　

岩
崎
　
昭
治　

下
の
原
南
部
町
内
会

在
職
２
年　

掛
水
　
康
弘　

下
の
原
文
化
会

在
職
２
年　

栗
本
　
　
廣　

霞
ヶ
丘
東
親
和
会

在
職
１
年　

渡
辺
久
美
子　

富
士
見
台
自
治
会

在
職
１
年　

北
村
　
剛
常　
朝
霞
台
ダ
イ
カ
ン
プ
ラ
ザ
自
治
会

　

平
成
27
年
度
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
た
自
治
会
・
町
内
会
長
の
皆
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

在
職
２
年
以
上
の
方
に
は
、
平
成
28
年
５
月
24
日（
火
）に
行
わ
れ
た
定
期
総
会
に
お
い
て
、
感
謝
状
と
記
念
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

〈
敬
称
略
〉

退
職
自
治
会
・
町
内
会
長

ありがとう
　ございました

編
集
後
記


